２００７年（京都北部）地区（宮津）ブロック共同宣教司牧の歩み
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について
	1 ブロック司祭団（含む修道者）の分担

当初は２名の司祭がブロック内の２つのエリア、３教会ずつを担当し固定化していたものが、03年より協力者として２名の修道女が赴任し毎月BPM（ブロック司牧会議）をもってブロック内の小教区の動きを共に把握するようになった。05年後半からは月に一度、司祭のエリアを交代してミサを行なうようになり、２名の司祭が一つのブロックを担当しているという意識が信徒の側にも浸透してきている。ブロック全体から一小教区の活動まで、司祭と修道者が教会の場所に限定することなく担当し、また、信徒側からも要請・相談がされるようになってきた。
今後は、部会の活動でもブロック全体での交流・アドバイスが行なえるように願いたい。

	2 司祭団と信徒との連携体制

以前の信徒会では司祭を交えず役員会を行なう小教区もあったが、小教区評議会規約の策定後は小教区の活動を司祭と協議しながら行なうことが定着してきている。

	3 意見交換とコンセンサス

小教区評議会の設置、ブロック会議を司祭団と教会役員同士の協議の場として明確にするための見直し、などにより互いの意見交換の機会は増えている。しかし、司祭と信徒のコミュニケーションは、時間・場所の制約（ミサのローテーション・居所の関係）もありブロック内の全ての小教区で十分に取れているとは言いがたい。


２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

	1 意思決定のプロセス

以前のブロック会議は、役員の中から事務局員とブロック代表を選出し、事務局会議でおおよそ決定したことが発表される連絡会の側面があった。06年からは代表は定めず、役員以外の者が事務局に就きブロック会議の準備・記録をし、会場教会（連番で議長を担当）の役員と本会議前に準備会議をもつことでブロック全体の流れを意識してもらえるようにはなってきているが、議案が多く、時間をかけて協議が出来ない、協議の当事者としての意識が薄い、などの問題がある。

	2 意見交換・意見集約方法

評議会において役員と部会の代表の協議は行われるようになっているが、他の信徒の意見を聞く場、方法で特徴的な工夫はされていない。ただ、どの教会でもミサ・集会祭儀の後に司祭も交えて話をする茶話会を持っていて、時にはそれを広く意見を聞くための機会にしている。

	3 情報の共有

評議会の設置に伴い以前のように“会長一人しか知らない”というような事は少なくなってきているが、役員間の意見交換が不十分で情報がうまく伝わらないこともある。部会制に伴い広報部活動で、通信・掲示の方法の見直しを図っている小教区は多い。
ブロックのホームページを準備しているが、活用できるかどうかは今後の取り組み次第。

	4 小教区間の協力

行事、大祝日のミサなどで近隣の教会との協力は以前から行なわれていて、今日の下地になっている。行事については06年から、役員の負担を減らし、各小教区のさまざまな立場の人が参加できるように「実行委員会」を設置し取り組むことになった。07年ではより明確になり、ガラシア祭・子どものキャンプ・地区大会の取り組みが実行委員会で行なわれ、内容、協力体制、共に評価されている。ただ、小教区の活動についての情報交換は十分とは言えない。


３．「共同宣教司牧」を支える活動や学びについて

	1 奉仕や福音宣教者としての意識

04年からブロック独自で行なっている集会司式者・聖体奉仕者研修会は07年は朗読奉仕をする方も対象にし、また舞鶴ブロックにも呼びかけがされて多くの参加者があった。08年からは北部地区として行なっていく予定。06年から地区のあり方の見直しが議論され、その中で教会のリーダー研修が必要との意見があり、07年を通して地区の両ブロックで検討されたが具体化していない。他にも病人訪問研修、侍者研修などの要望もでている。

	2 分かち合いと福音的識別

以前から地区大会、司教訪問などの行事では分かち合いが行なわれ、小教区でも行なう所もあり、慣れてはきているが、戸惑いを感じる人も多く、07年は分かち合い司会者の研修として、役員による福音の分かち合いが行われた。それに沿って分かち合いを行った小教区もあり、また、地区大会に向けて殉教者についての学びを勧めるなかで、殉教者をテーマに分かち合いを行なった小教区もあった。分かち合いの頻度は小教区によって差はある。
「福音的識別」については十分理解されていない。言葉の説明よりも信徒の意識の中に明確に上がり、生活に直結出来るように研修などの取り組みが必要。

	3 「部会」やグループの活動について

各小教区に部会は設置され、戸惑いながらも規約に沿って活動を始めているが、どの小教区でも部員の参加と活動内容の不明瞭さ（何をして良いか分からない）が課題となっている。
子どもとともに捧げるミサを06年からブロック全体で始めたが、07年に入って参加者が減り中止になった。その後ブロックの教育部会を持ち、エリアを分けて子どもの多い2つの教会で定期的に行なうようにした。一方のエリアでは3教会が協力して取り組んでいる。部会活動についてブロック内で相互に意見交換が出来るよう、交流の場が求められる。

	4 共同宣教司牧と秘跡・典礼

典礼の役割分担はどこの小教区でも、出来るだけ多くの人に参加してもらうよう努力はされているが、どうしても固定化された部分があり、変えるのは難しく時間がかかる。典礼についても形だけでなく意味を理解し、協調できるようにブロック内で研修等が必要。

	5 信仰入門・養成講座

04年からブロック黙想会が待降節、四旬節の年2回、各2日間（土・日）で行われている。（土）50名（日）90名ほどの参加がある。また、06年から始まったブロック聖書講座は、07年は１回20名程の参加があり、今後も継続することで確認されている。課題としては、参加者が固定化していることで、場所と時間の都合、交通機関の無さ、高齢化などで参加できないとの意見がある。

今後、研修に参加した人から小教区での分かち合いが行なわれるように工夫を持ちたい。

	6 リーダー養成・信徒養成

以前は役員・奉仕者が固定化していたが、新規約策定に伴い（世代交代もあるが）新しい役員が増えてきている。どこの小教区でも裾野を広げる努力をしているが、人数の少ない教会では持ち回りになる事は仕方のない面もある。
規約を策定しそれに沿って行なうということに対して、目先の仕事をこなすことで精一杯で信仰者の育成は無理という意見も出ている。様々なことで忙しく十分に時間を掛けられないことは事実である。
将来の信仰者を育てるにあたり、現在のリーダーが信仰の本質についての認識を新たにし「福音的識別」が出来る感覚を養うことが求められる。


